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【目的】高校 の時 期は筋肉、骨格とも充実し､ 男女の身体的 特徴が顕著になり、生殖能力の完成

期でもある。しかしその食生活は 様々な因子による影響を受け、多様化 、個性 化、ファッション化

が進み､ 栄 養の過 不足が懸 念される。このことより高校生の 食物摂取 の現状とコンビニ利用の

影響について検討した。

【方 法】平 成10 年10 月、Ｍ大附属高 校1 年生( 男子54 名。女子90 名計144 名)を対 象にアンケ

ート調査を実施した。

【結 果】家族構成は 核家族が7 割程 度でその調理担 当者は 母親であった。欠食なし75.0%､ 外食

なし55.6% 、食事内容は 朝73.6% 、夕92.4% が家 族と同じものを食べ、男女差 はなかった。コンビ

ニ 利用は 週4 ～5 回 以上 が男子41.1%､ 女子48.1% で､ そ の購入 食品は 男女とも飲み 物、パン

類､ 菓 子類 、おにぎりの順であった。食事別に主 食･ 主菜･ 野菜の 摂取 頻度をみると主食 は朝･

昼･ 夕共に摂取は高く、主菜･ 野 菜は 朝＜昼＜夕の順であった。食品ごとの摂取頻度は主食類で

はご 飯が高< 、主菜類は肉･ 卵 ＞魚で特に大 豆製品 は低かった。乳･ 乳製品は 週4 ～5 回以上が

男子62.3% 、女 子54.5% で摂取しない者 が男子11.3% 、女子23.3% であった。また、野菜類 はそ

の他の 野菜＞緑黄色野菜の 順で、いづれも毎日 摂取が20 ～30% であった。いも類、海藻類の摂

取は 低く、小魚は食べない者 が男子70.0% 、女子52.8% であった。主食系のよく食べる料理は男

子､ ラーメン＞おにぎり＞カレーライス＞焼きそば、女子､ おにぎり＞カレーライス＞ラーメン＞ス

パゲティの順で､ 副食系 は男子 、焼き魚 ＞焼き肉＞卵焼き､ 女子 、卵焼き＞焼き魚 ＞野 菜炒め

であった。コンビニ利用と清涼飲料 の摂 取頻度に男女とも関連が 認められた。
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目的　近年、学習意欲の低下や体調不良など心身の不調を訴える女子学生が増加の傾向
である。その原因の一つが不規則な食生活や偏った栄養摂取にあることは従来より指摘さ
れていることであるが、特に心理面へのこれらの影響については未だ充分な解明がなされ
ているとはいい難い。そこで本報では女子短大生を対象に絵画欲求不満テスト（以下Ｐ－
Ｆスタディ）を実施し、まずは学生の欲求不満場面における対処のしかたに食生活がどの
ように関わっているかについて検討を試みることにした。
方法　1998年11月～12月の期間、本学女子短大生200 名を対象に、P －F スタディと食

生活実態調査（食生活関連の25 問より構成。“望ましい”回答を3 、“どちらでもない
”を2 、“望ましくない”回答を1 として得点化）を実施。P －F スタディの結果より、
欲求不満の対処の方法を自我の攻撃方向（外罰型、内罰型、無罰型）と反応の型（障害優の攻撃方向（外i

型）により得点4
イェ ット経験の1
析をおこなった。

し、それぞれの得点が、
無、食習慣などとどのf

いるかについて、統計的な分析をおこなった。　　　　　　　　　　 ” ‾’‾‾‾

結果　 食生活全般についての高得点群（食生活が望ましいグループ）と低得丿
活に問題があるグループ）との間には、反応の型の自己防禦型に5 ％水準で有1
れ、高得点群に自我を強調する反応の強いことが伺えた。またダイエット経験J
では、経験群の方が1 ％水準で有意に外罰的反応が強く、また未経験群では29
罰型の反応、即ち欲求不満をうまく取り繕う反応の強いことが明らかとなった。

170


